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重重松松鷹鷹泰泰にによよるる授授業業分分析析論論のの起起源源 
― 戦前の研究活動から戦後の教育改革への展開に注目して ― 

サチニ ウダワッタ 

本稿では、重松鷹泰が提唱した「授業分析」の背後にある理念を明らかにするため、その提唱

以前の教育思想を検討し、氏の教育観の根源を分析した。その結果、四つの点が明らかになっ

た。第一に、重松は一貫して「教育の科学化」を追求し、教育を客観的かつ実証的に分析し、

その成果を教育現場に反映させることを目指した。第二に、教師の自立心と科学的判断力を重

視した。第三に、教育が現実社会の動向に応じて進化するべきことを強調した。第四に、包括

的で信頼性の高い教育評価の構築に努めてきた。結論として、重松の教育思想は、戦前から戦

後にかけて「教育の科学化」と教師の自立心および科学的判断力の育成に重きを置いていたこ

とが確認された。この思想は、現代の教員の専門職性確立や教育実践の質的向上にも重要な意

義を持ち、事実に基づく教育や教員の主体的な課題解決を支える理念として再評価されるべき

である。 

 

 

The Origins of Shigematsu Takayasu’s Theory of “Lesson Analysis”: 
Focusing on the Development from Pre-War Research Activities to 

Post-War Educational Reforms 
UDAWATTA Sachini 

This paper examines the educational philosophy of Shigematsu Takayasu prior to his advocacy of “lesson 

analysis” to clarify the underlying principles. Four key points emerged. First, Shigematsu consistently 

pursued the “scientification of education,” to objectively and empirically analyze education and apply the 

findings to practice. Second, he emphasized the importance of teacher autonomy and scientific judgment. 

Third, Shigematsu stressed that education should evolve in response to societal changes. Fourth, he was 

committed to establishing a comprehensive and reliable system of educational evaluation. In conclusion, 

Shigematsu’s educational philosophy, from pre-war to post-war periods, consistently focused on the 

scientification of education and the development of teacher autonomy and scientific judgment. This 

philosophy is significantly relevant today, particularly in the establishment of teachers’ professional 

identity and the qualitative improvement of educational practice. It should be re-evaluated as a guiding 

principle for evidence-based education and teachers’ proactive problem solving. 
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ジジャャパパニニーーズズ・・イインンググリリッッシシュュににおおけけるる「「日日本本ららししささ」」 

―浜口恵俊の「間人主義」を応用して― 
 

呉 尚峻 
 
 
 
 
 
1. はじめに 

World Englishes（WE）研究の分野では、各地域の文化的な影響を反映した多様な英語バラエティ

ーが注目されており、ジャパニーズ・イングリッシュ（Japanese English, JE）もその一例とされる。

しかし、従来の JE 研究は音韻や文法といった言語的特徴に焦点を当てることが多く（e.g. Olah, 2007; 

D'Angelo, 2013, 2021）、JE が日本の文化的価値観をどのように反映しているかについては、いまだ十

分に解明されていない。そこで、本研究は、日本の文化的価値観がどのように JE に表出しているの

かを探究することを目的とする。 

この研究課題に取り組むにあたり、本研究では、理論としては浜口恵俊の「間人主義」を用いる。

間人主義は、日本の文化的価値観を「日本らしさ」と名付け、他者との関係性の中で自己を認識す

る価値観として捉えるものであり、「間」という概念に基づいている。この「間」は、個人が他者と

の関係性において自らの存在意義や価値を見出す文化的特質を表しており、日本人1の対人関係や自

己表現の根底にあるものである。本研究では、この「日本らしさ」を用いることで JE の言語実践に

どのような「日本らしさ」を見出すことができるのかを検証する。 

本研究の方法論としては、現象学的アプローチを採用し、日本の文脈で英語を用いる場面での言

語実践を「生きられた経験」として記述する。具体的には、ビジネス的、日常的な状況において、日

本人が英語をどのように使用し、その中で「日本らしさ」がどのように表現されているかを検証す

る。 

 

2. ジャパニーズ・イングリッシュに関する先行研究 

本節では、まず「世界英語」（World Englishes）という研究領域を紹介し、その後、JE に関する先

行研究を音韻学的、文法的、語用論的な特徴に基づいて整理する。 

WE とは世界中で話される英語の多様なバラエティーを体系的に研究する枠組みを指す。英語の

グローバルな普及により、異なる文化的、言語的影響を受けた英語の出現を受け、その多様性を正

当化するパラダイムとして Kachru（1985）によって提言されたものである。英語の多様なバラエテ

ィーは、それぞれの音韻学、語彙、統語、語用論、文化的パターンによって区別される。彼の提案す

 
1 「日本人」の定義には大きな複雑さが伴う。結論から言えば、本論文で扱う「日本人」は人種、国籍と関係

なく、日本で生まれ育ち、日本語を第一言語とし、日本文化にどっぷり浸かりながら暮らしている人々とす

る。 
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る三つの集中円モデルによると、内円には英国、アメリカ合衆国、カナダ、アイルランド、オース

トラリア、ニュージーランドなど、英語が第一言語または母語として使われる国々が含まれ、これ

らの国々はその文化的および言語的基盤によって英語モデルの規範を形成する。外円には、インド、

パキスタン、フィリピン、マレーシア、シンガポールなど、英語が公用語として、または国内の主

要なコミュニケーション言語として使用される国々が含まれる。これらの国々においては、植民地

時代に導入された英語がその歴史的背景により、文法、語彙、発音などの側面で独自の特徴を持つ

形に発展してきた。さらに、拡大円には、中国、日本、韓国、エジプト、インドネシアなど、英語が

重要な外国語として位置づけられているが、その歴史的、制度的な重要性は低い国々が含まれる。

これらの国々は英語を習得する際に内円英語の規範からの影響を受ける。WE が理論的に確立した

ことにより、ローカルな英語バラエティーの記述と分析（Kachru, 1992）や言語イデオロギーと権力

構造の批判的研究（Pennycook, 1994）などのような研究が展開されるようになっている。 

次に JE に関連する研究の特徴を述べる。JE は日本の文脈を反映した独自の特性を備えているが、

それが内円の基準からは「標準的でない」とされ、「欠陥」と見なされることも多い（Suenobu, 1999）。

McVeigh（2002）や Schneider （2014）が指摘するように、日本は英語に対して一種の「興味」を持

つが、それが必須の言語とはみなしていない。実際、英語は公用語として認められておらず、英語

の使用は主に教育機関や一部の職場に限定され、日常的に英語を使用する機会は少ない。そこで、

JE は「パフォーマンス・バラエティ」として、日本語の音韻や語彙、表現方法を色濃く反映し、内

円（アメリカ、イギリスなど）の標準的な英語とは異なる特性を持つ（Morrow, 2004）とされる。パ

フォーマンス・バラエティとは、社会的な認知や制度的な地位は持たないものの、特定の文化や場

面において機能するバラエティを指し、主に教育的・場面的な必要性から用いられるものである。 

これに対して、多くの研究が、JE の音韻学的、文法的、語用論的特徴を特定しており、「学習者の

エラー」ではないことを示唆している。例えば、JEの音韻的特徴については、日本語は子音と母音

の組み合わせを基本としているため、英語の連続する子音を正確に発音することは、日本人話者に

とって一般的に困難であることが指摘されている。「bed」を「ベッド（beddo）」とカタカナ転写する

場合や、「disk」、「task」、「ask」を「ディスク（disuku）」、「タスク（tasuku）」、「アスク（asuku）」と

発音することは、この適応の典型的な例である（Kay, 1995; Takeshita, 2020）。このような現象を「音

節拡張」と呼び、英語の単語が日本語の発音システムに適合するように変形される（Olah, 2007）。

また、日本語には存在しない特定の英語の子音、例えば「th」が「s」や「z」に置き換えられる（Kay, 

1995）、そして「f」や「v」の音がないために「film」が「フィルム（huilmu）」、「coffee house」が「コ

ーヒーハウス（cohee housu）」、「vacation」が「バケーション（bacation）」と発音されることもある。

また、D’Angelo et al. （2021） は Thompson （2001） の研究を引用し、日本人学習者が英語の母音、

例えば /æ/ や /ə/ を発音しようとする際、しばしばネイティブの /a/ 音に近づける傾向にあること

を指摘している。 

JE の文法的特徴も指摘されている。D’Angelo et al. （2021） の研究によると、日本語には過去形

が存在するにも関わらず、日本人が英語を使う際には時制の使用に多様な傾向が見られる。一部の

グループは母語で時制を省略することがあっても、英語では標準的な過去形の規則を厳格に守る。

一方で、他のグループは過去の出来事を述べる際に現在形を用いることが多く、「The summer in 

Canada was not hot」を「Canada summer is not hot」と表現することがある。さらに、同一コンテキス
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ト内で過去形と現在形を使い分けるグループもおり、時制の使用に一貫性がないことが示されてい

る。また、JE における複数形の形成は、厳格な文法規則よりも可算性の概念に影響されている。具

体的に数えることができる名詞には通常、「-s」接尾辞が追加されるが、具体性が低い可算アイテム

や一般的な事物を指す場合には、複数形の接尾辞はよく省略される。たとえば、Yamaguchi（2018）

によれば、彼の研究参加者が「マレーシア人」、「ショッピングモール」、「レストラン」などの一般

的な概念について話した際、複数形を使用せず、これらの名詞を抽象的あるいは一般的な概念と見

なしていたことが示されている。同様に、別の参加者は「event」を一般的な意味で使用し、複数形

を用いなかった。JE での一般的な言及は、しばしば定冠詞を伴うことがあるが、参加者が自分の学

生たちを含んだ具体的な実際のイベントについて話したとき、「students」を複数形で表現し、その具

体性と数えられる特性を強調した。このように、JE では具体的と認識される名詞には「-s」接尾辞

が一般的に付加されるが、抽象的または一般的な名詞にはこの接尾辞が省略されることが多い。 

さらに、JE は、語用論的特徴によっても区別される。例えば、ネイティブの英語話者が「I saw many 

people at the park」と表現するのに対し、JE 話者はしばしば「There were many people at the park」と言

う。これは、行為者よりも状況や場面を強調する日本人の傾向を反映し、日本語の文法構造を示し

ている（D’Angelo et al. 2021）。さらに、JE は頻繁なバックチャネリングによっても特徴付けられて

いる。こうした短い言葉やフレーズ、音声はアクティブリスニングを示している。White （1989） 

の研究によると、日本人話者は英語の会話において、アメリカ人話者よりも言語的および非言語的

なバックチャンネルを多用する傾向があることが示されている。 

以上の議論を踏まえると、これまでの JE 研究は、主に音韻的および文法的側面に焦点を当ててお

り、文化的パターンという視点からの分析が十分なされていないと言える。たとえば、Yamaguchi 

（2018）は抽象的または一般的な名詞において複数形が省略される傾向について詳述しているが、

こうした文法的現象が日本文化の価値観やアイデンティティとどのように関連しているのかについ

ての検討されていない。同様に、D’Angelo et al. （2021） は JE の語用論的特徴を分析し、日本語の

会話スタイルが JE に与える影響を指摘しているものの、その背景にある文化的価値観への踏み込み

は見られない。 

この問題の背景として、Suzuki（1978）が指摘するように、20 世紀前半のアメリカ言語学では科

学的厳密性と行動主義的アプローチが重視された結果、言語に内包される文化的要素が「非言語的

現象」とみなされ、言語学の中心的議論から排除されてきた経緯がある。文化は漠然として捉えに

くい抽象的な領域とされ、客観的な検証に適さないと考えられていたため、研究対象から除外され

る傾向があった。これにより、言語と文化の相互作用を包括的に解明する機会が制限されてきた。 

また、Everett（2009）は現代言語学がチョムスキー理論の影響を受けて発展してきたことを批判

し、音韻や文法といった形式的側面への過度な集中が、言語を特定の文化的文脈の中で理解するこ

とを妨げていると述べている。彼は、言語は普遍的な文法規則の産物ではなく、人間の認知特性や

文化的影響の結合によるものであり、その理解には文化的文脈を考慮することが不可欠であると主

張している。 

この観点に基づけば、JE 研究が文化的視点を欠いていることは、次のような理論的課題を引き起

こしていると言える。まず、JE の音韻的・語用論的特徴が、単なる「言語転移」や「誤用」と解釈

されるリスクを高め、その文化的独自性が正当に評価されないままとなっている。また、言語の表
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層的特徴のみに焦点を当てることによって、JE が日本文化や社会的価値観とどのように結びついて

いるのかという深層的理解が不足している。そこで本研究では、JE の言語実践を文化的パターンの

視点から分析することを目的とする。次節では、JEの文化的パターンを新たに解釈し理解するため、

日本の社会学者浜口恵俊が提案する間人主義の概念を用いることの妥当性について論じる。 
 

3. 間人主義における「日本らしさ」 

3.1 日本的視点の必要性 

間人主義は日本の社会文化現象を説明するために、浜口恵俊が構築したエミックな概念である。

彼は、日本社会の人間存在が西洋的な方法論的個人主義では説明できないことに着目し、「間（あい

だ）」を中心とした理論を構築した。「関係性」を基盤とする視点を提唱し、人間形成の相互作用を

分析する枠組みとして間人主義を生み出した。そこで、この間人主義をもちいることの妥当性を論

じる前に、JE の文化的パターンを捉えるためにエミックな理論をもちいることの重要性について述

べる。これまでの日本研究に対する批判として、分析がエティックな理論である西洋の理論に依拠

していることが指摘されている（Sonoda, 1991; Sugimoto, 2014; 浜口，1988）。浜口（1988）は、日本

における国際的な研究者も国内研究者も、ヨーロッパやアメリカの社会状況を解釈するために構築

された分析フレームワークを好む傾向があると指摘している。例えば、浜口は、ルース・ベネディ

クトによる著名な日本研究『菊と刀』について、ベネディクトの方法論が西洋の分析的パラダイム

やカテゴリーに大きく依存していることを問題として指摘している。ベネディクトは日本を典型的

な非西洋的「恥の文化」社会と位置づけ、不名誉を避けることが重要視される社会として提示した。

しかし、彼女の分析アプローチは、個人を自由で自律的な存在と仮定する方法論的個人主義に基づ

いている。このモデルでは、罪悪感（または良心）の認識が自律的な個人の自我構造の中心に位置

づけられる。一方で、恥は自律性を欠いた態度を表現する適切な概念として捉えられる。このよう

な分析の結果、「恥の文化」社会として日本を特徴づけている。 
方法論的個人主義については、国外だけではなく国内研究者によっても広く採用されていること

が指摘されている（Hamaguchi, Kumon, and Creighton，1985）。このアプローチは、個人を分析の基本

単位とし、社会現象を個人の行動を分析することで説明できると仮定している。方法論的個人主義

に依拠すると、集団主義はしばしば個人が固有のアイデンティティをより大きな集団に譲り渡し、

その結果として個人の自由や自己が失われると解釈される。結果、方法論的個人主義のアプローチ

を採用することで、日本を「集団主義」社会として分類する傾向がある（e.g., Hofstede, 2005; Doi & 

Bester, 2014; Nakane, 2016）。 
このように、エティックな理論をもちいることで、日本の社会ダイナミクスを完全には説明でき

ず、多くの側面を探究しないままになったり、誤解を招いたりすることがある。その結果として、

このようなアプローチはしばしば日本文化を単純化し、特に日本人論に見られるような文化本質主

義的な見解を強化することにつながる（高野, 2008）。エミック視点は、日本の社会文化現象を深く

理解するための方法であり、その文化内部からのみ知覚可能な独自の視点を提供する。この視点は、

日本らしさを再発見し、外部の研究者やエティック視点では通常捉えることのできない深い洞察を

もたらす（Hamaguchi, Kumon, & Creighton, 1985）。したがって、間人主義を通じて日本社会の現象を

エミック視点から捉えることで、JEの中に表れる日本らしさをより深く理解することが可能となり、
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本研究においてその適用が意義を持つと考えられる。 
3.2 間人主義とは？ 

間人主義は人々の相互関係に重点を置き、それによって「自己」を見出す生き方を指す（浜口，

1988）。「間人」という用語はこの理論を理解する上で中心的な役割を果たし、個々人の相互接続を

強調し、自己認識が他者との関係に深く根ざしていることを示す。 
すべての文化には、人間性に関する本質的な理解がある。これは、社会のメンバーがどのように

個人的に共存するかについての明確な基準として機能する。一部の文化では、人間は根本的に独立

した自律的な存在であるという強い信念がある。一方で、他の文化では、人々がコミュニティの一

部として互いに依存することが自然な状態とされている。浜口（1988）によれば、日本人を含む東

アジアの人々は、人々の関係性の中で個人を形成すると考える。このモデルでは、個人は生まれな

がらに決定されるのではなく、他者との相互作用と関係を通じて形成される。個人は、他者と共有

する機能的な結びつきを認識し、これらの関係的な役割を統合して一貫したシステムを形成する。

自己認識は、身近な人々との個人的な相互作用を通じて徐々に構築され、これらの相互作用から行

動指針が生まれる。つまり、「自己」という概念は、自己内に固有の抽象的な実体を指すのではなく、

他者との「人と人の間」の空間で継続的に適応し、獲得される現実を意味する。日本人は自己の基

盤を内部に持つとは見なさず、誰が自分であり、誰が他者であるかは、彼らの間の人間関係によっ

て決定される。個人がそのように特定される前に、人間関係が存在する。このような日本のパター

ンは、他者に基づいて参照点を設定し、関係性と相互依存性の性質を強調するタイプに属す。 

このように、間人主義は、日本社会における人間関係の特質を深く反映しており、「日本らしさ」

としての価値観をエミックな視点から再発見する枠組みとして意義を持つ。それは、「自己」という

存在が孤立しているわけではなく、固有でもなく、関係によって形作られるダイナミック的な存在

である。 

 

4. 研究手法 

本節では、「日本らしさ」が日本の文脈における英語実践の中でどのように用いられているのかを

検証するための手法として、現象学的アプローチを用いることの有効性について述べる。言語にお

ける文化の影響を示した代表的研究として、Daniel Everett（2009）の『ピダハンー「言語本能」を超

える文化と世界観』がある。Everett（2009）は、言語研究において文化的背景を考慮する重要性を指

摘し、チョムスキーの普遍文法理論が文化を無視している点を批判している。彼は、ピダハン語の

研究を通じて言語と文化の密接な結びつきを示し、言語を理解するためにはエスノグラフィ的アプ

ローチが不可欠であると述べている。具体的には、研究者が対象文化に深く入り込み、日常生活の

文脈で言語を捉える必要があると主張している。ピダハン語は、過去への言及を避けるなど独自の

文法構造を持ち、これはその文化的価値観に深く根ざしているため、文化的文脈を無視しては言語

の全体像を理解できないとされる。さらに、言語は独立した構造体ではなく、話者の世界観や生活

様式と共生するものであり、文化と共に成り立つものとして捉えるべきであると指摘し、原文化の

文脈に最も近い状況で言語を理解することの重要性を提唱している。そこで本研究では、日本人が

英語を用いる場に身をおき、言語と文化の相互作用がどのような言語実践として立ち現れるかを現

象学的に考察する。 
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「日本らしさ」は日常生活において前反省的（pre-reflective）に深く根付いてるため、現象学的ア

プローチをもちいることが適している。なぜなら現象学の目的は、前反省的な生きられた経験をテ

キストへと変換することにあるからだ。ヴァン・マーネン（2016）によれば、現象学は人間科学の

一分野であり、日常生活の体験の本質を捉えることを目指している。この方法論は、ドイツの「Geist」

の概念に基づいており、人々の「意識」とその「行動」、「存在」とその「意味」を探求する。現象学

の中心的な概念である「生きられた経験」とは、直接的で前反省的な生の意識を指すものである（村

井, 2000）。それは、個人がどのように存在し、周囲と相互作用しているかという本質を捉え、人生

における決定的かつ意味深い側面を示す。村井は次のように例えを用いて説明する。例えば、パネ

ルディスカッションに登壇すると、注目を意識して普段の自然な振る舞いができなくなることがあ

る。しかし、議論に没頭すればその意識は消え、活動に集中できる。この没頭の瞬間こそが「生き

られた経験」である。 

このような体験は時間を通じて構築され、後から振り返ることでその意味が明らかになる。私た

ちは「生きられた経験」を直接捉えることはできないが、それを振り返ることで意味を見出すこと

ができる。本研究では、間人主義を通して「日本らしさ」を日本における英語活用から見出すため

には、「生きられた経験」に注目することが必要である。 

また、ヴァン・マーネン（2016）は、現象学において研究者自身の生きられた経験が、普遍的な人

間の真理を明らかにするためのデータとして扱われ得ると述べている。彼の主張によれば、個人的

な体験は単なる私的な記憶や事実にとどまらず、それが反省的に記述されることで、他者にも共通

する可能性のある普遍的な体験へと昇華される。こうしたアプローチは、個人の経験を単なる主観

的なものとして片付けるのではなく、それを人間存在の根源的な問いに接続するための有効な出発

点として捉える点にその独自性がある。 

以上の議論に基づき、本研究では、筆者が京都での生活を通じて、日本人が英語を使う際の「日

本らしさ」を現象学的アプローチで振り返る。まず、具体的な場面で「日本らしさ」を感じた瞬間

や、英語を話している際に自然と出てくる日本的な表現や態度を詳細に記述する。例えば、アルバ

イトの場において、日本人が「お気を付けて」や「お疲れ様」といった表現を、英語でのコミュニケ

ーションにおいても無意識に口にする状況を想起する。このとき、英語を通じてもこれらの表現を

伝えたいとする心理が働いていることをテキスト化するものである。次に、その経験の中から日本

的な価値観がどのように表出しているかを探り、これを存在論的なテーマとして抽出する。英語の

中にも自然と表れる「間」といった要素に注目し、これが間人主義的な本質であると捉えることで、

日本らしさの本質的な意味を引き出していく。続いて、記述された経験と抽出したテーマに対して

反省的に考察を行う。たとえば、「なぜ日本的な表現が英語の場面でも重要であると感じられるのか」

「この意識が日本文化に根差していること」について問いかけ、内面的な価値観や感情を文章に反

映させる。これにより、英語であっても日本らしさが自然に表れるという意識の深層が明らかにな

る。その後、得られた記述を解釈し、「この日本らしさの表出が他の人々にも共通し得るものか」「異

文化間での日本的な価値観がどのように表れるか」という視点から考察する。他の非母語話者が自

国の文化的価値観を英語に反映する場合と比較することで、「日本らしさ」より深く理解することが

できる。 

最後に、これらのプロセスを通して得た洞察を研究全体に統合し、日本的な表現が英語によるコ
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ミュニケーションの場合、どのように表れるのかを示す。これにより、日本の文化的価値観を表現

する英語としての JE を論じることとする。 

 

5. 現象の中に生きる：自己表現としてのジャパニーズ・イングリッシュ  

筆者は京都で留学生として生活する中で、日本人を含む英語での会話に耳を傾けたり、参加した

りしている。これらの対話に深く没頭することで、日本人が英語を使用する際の特有のパターンに

気づき始めた。この観察は私の好奇心を刺激し、なぜ日本の人々がこの特定の方法で英語を話すの

かという疑問につながった。この疑問から、日本における英語習得の文化的基盤を探る旅が始まっ

た。私が気づいたのは、一般市民から学者まで、英語の能力にかかわらず、多くの人々が特有の表

現パターンを持っているということで、このような英語は「日本の価値を反映した JE」、すなわち

「日本的な風味を持つ英語」として表現されることがある（Hino, 2021）。 

私は京都駅で京都市バスのコンシェルジュとしてアルバイトをしていた。京都市バス「おもてな

しコンシェルジュ」は、「市民のみなさまや国内外から京都を訪れる多くの観光客のみなさまに、市

バスを快適にご利用いただくため、“おもてなし”の心に溢れたお客様サービスを提供する」仕事で

ある（コンシェルジュって？, n.d.)。同僚たちは英語を流暢に話し、効果的にコミュニケーションを

取ることができた。私たちは、ゲストにルートガイダンスを提供する際、ただの「ホスピタリティ」

以上の「おもてなし」を実践する必要があった。そこでは「おもてなし」とは、相手のニーズを彼ら

が言う前に感じ取る直感的な理解と、利己的でない奉仕の精神を含むものだと認識されていた。こ

の文脈で、英語を話すゲストとの交流において、同僚たちはゲストのニーズを暗黙に考慮し、「お気

をつけていってらっしゃいませ」という敬語を用いることが一般的だった。一方、ニュージーラン

ドで生活し英語でコミュニケーションをとることに慣れている私は、「Have a nice day」という典型

的な英語の表現を好んで使用していた。 

この現象は複数の観点から解釈可能である。まず、同僚の言語能力について考えてみる。彼らの

英語スキルが「おもてなし」のニュアンスを完全に捉える英語表現を見つけるには不十分である可

能性がある。特に、このアルバイトでは英語能力が必須ではないため、これは一つの可能な解釈と

考えられる。しかし、海外で教育を受けた高度な英語能力を持つ同僚でさえ、典型的な英語の反応

を避け日本語のフレーズを選んでいたことから、この説明だけでは不十分である。次に、この習慣

が会社の指針に従う結果であり、日本語を使って「おもてなし」の精神を保つことを重視している

と考えることができる。しかしこの説明は一貫性が欠ける。英語でのルートガイダンスを通じて「お

もてなし」の精神が維持されている場合、サービスの最後に日本語に突然切り替えることは筋が通

らない。さらに、別れの挨拶で他の言語の使用が制限されている場合、なぜ私が英語を使うことは

許されるのか？この例外は規則に反しており、言語選択の背後にある真の理由についてさらなる疑

問を呼び起こす。また、同僚が英語で「おもてなし」の深いニュアンスと精神を表現することの限

界を認識しており、意図的に英語での案内後に日本語に切り替えていた、と解釈することもできる。

このような現象は私の体験に限らず、日本のサービス業全体で頻繁に見られる。英語でのコミュニ

ケーションが可能であるにもかかわらず、特定のサービスの瞬間に敬語の日本語フレーズを選ぶウ

ェイターをよく見かける。例として、来店した客に「いらっしゃいませ」と言って迎え入れたり、

準備時間が短かったにも関わらず「お待たせしました」という表現を料理を提供する際に使用する
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ことがある。 

「おもてなし」が必要とされない状況についてはどうか？日本語のフレーズを使用するこの現象

は、サービス業界にとどまらず、日常的な交流でも観察される。例えば、私が何度も経験したこと

がある、日本人と国際的な背景を持つ大学生たちが集まるカジュアルな集まりがある。鴨川の河川

敷で、彼らがくつろぎながら会話を楽しみ、経験を共有し、文化を交換しているとき、彼らの交流

方法には微妙に日本らしさが影響を与えていることが感じられる。集まりが終わりに近づくと、グ

ループの日本人学生は単に「またね」と言う代わりに、「お疲れ様」と言って別れの挨拶をする。こ

の表現の選択は注目に値するが、その理由は多層的である。日本人学生が「お疲れ様」という言葉

を使うのは、それが日本文化の様々な文脈で労をねぎらう一般的な方法であるため、単なる習慣か

らかもしれない。また、それは日本の文化的パターンを反映した自動的な反応である可能性がある。

さらに、日本人学生は、一緒に時間を過ごしている国際的な友人が日本語を理解していると思い込

むかもしれない。そのため、彼らは日本語を使うことが自然だと感じるかもしれない。また、国際

学生が日本語に堪能でなくても、その使用状況（共有した経験の終わりに、日本人学生が去るとき）

がその意味を明確にするかもしれない。この日本語で表現する行為は、日本に馴染みのない人たち

を文化的実践に参加させるように招待する、包括的なものと見なすことができる。最後に、「お疲れ

様」というフレーズは、社交や一緒に過ごす時間であっても、その活動に投じた労力や苦労を認め

るために日本でよく使われる。それは単なる別れの挨拶以上の、敬意を表する深い意味を加えるも

のである。日本人学生は、国際的な友人たちが正確に言語を理解しているかどうかにかかわらず、

共有した経験にもっと深く響く感情を伝えようとしているのかもしれない。 
英語を流暢に話す日本人が、特定の日本語の用語やフレーズを使う選択は、言語の好みを超えた

ものである。これは言語と文化の相互作用を示し、翻訳を通じても正確に伝えることが難しい価値

観や文化的ニュアンスを体現している。日本人が英語を使いながらなぜ特定の日本語表現を選ぶの

かというと、それは英語では表現しにくい「日本らしさ」の深く根付いた側面があるからである。

このような現象は、日本語話者が彼らのコミュニケーションに日本らしさを適用する傾向があるこ

とを示し、言語が文化の本質を保存し反映していることを示している。これは言葉の単なる使用を

超え、人間関係の相互依存性を表現している。 

結論として、英語を流暢に話す日本人が英語コミュニケーションにおいても日本語のフレーズを

使用することは、より深い文化現象を反映している。これは特定の文化的価値観やニュアンスを英

語では完全に表現できないための意識的な選択である。この習慣は、言語使用における文化的な背

景を認識し尊重することの重要性を強調し、言語と文化の複雑な関係を浮き彫りにしている。 

 

6. 間人主義から見たジャパニーズ・イングリッシュ 

前節で述べたように、日本人が英語でコミュニケーションする際、日本独特の概念を英語に訳さ

ずそのまま使用する現象を現象学的に振り返った。この現象は、JE が日本的価値観や文化を反映す

るプロセスの一端であり、言語的「日本らしさ」をどのように表現するかを理解する上で重要であ

る。特定の文化的な表現が英語化されずにそのまま使用されることは、JE の独自性を示す重要な特

徴と考えられる。 

間人主義の観点から日本人の社会的行動に目を向けると、浜口恵俊は「アウトサイドイン」とい
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ことがある。 

「おもてなし」が必要とされない状況についてはどうか？日本語のフレーズを使用するこの現象

は、サービス業界にとどまらず、日常的な交流でも観察される。例えば、私が何度も経験したこと

がある、日本人と国際的な背景を持つ大学生たちが集まるカジュアルな集まりがある。鴨川の河川

敷で、彼らがくつろぎながら会話を楽しみ、経験を共有し、文化を交換しているとき、彼らの交流

方法には微妙に日本らしさが影響を与えていることが感じられる。集まりが終わりに近づくと、グ

ループの日本人学生は単に「またね」と言う代わりに、「お疲れ様」と言って別れの挨拶をする。こ

の表現の選択は注目に値するが、その理由は多層的である。日本人学生が「お疲れ様」という言葉

を使うのは、それが日本文化の様々な文脈で労をねぎらう一般的な方法であるため、単なる習慣か

らかもしれない。また、それは日本の文化的パターンを反映した自動的な反応である可能性がある。

さらに、日本人学生は、一緒に時間を過ごしている国際的な友人が日本語を理解していると思い込

むかもしれない。そのため、彼らは日本語を使うことが自然だと感じるかもしれない。また、国際

学生が日本語に堪能でなくても、その使用状況（共有した経験の終わりに、日本人学生が去るとき）

がその意味を明確にするかもしれない。この日本語で表現する行為は、日本に馴染みのない人たち

を文化的実践に参加させるように招待する、包括的なものと見なすことができる。最後に、「お疲れ

様」というフレーズは、社交や一緒に過ごす時間であっても、その活動に投じた労力や苦労を認め

るために日本でよく使われる。それは単なる別れの挨拶以上の、敬意を表する深い意味を加えるも

のである。日本人学生は、国際的な友人たちが正確に言語を理解しているかどうかにかかわらず、

共有した経験にもっと深く響く感情を伝えようとしているのかもしれない。 
英語を流暢に話す日本人が、特定の日本語の用語やフレーズを使う選択は、言語の好みを超えた

ものである。これは言語と文化の相互作用を示し、翻訳を通じても正確に伝えることが難しい価値

観や文化的ニュアンスを体現している。日本人が英語を使いながらなぜ特定の日本語表現を選ぶの

かというと、それは英語では表現しにくい「日本らしさ」の深く根付いた側面があるからである。

このような現象は、日本語話者が彼らのコミュニケーションに日本らしさを適用する傾向があるこ

とを示し、言語が文化の本質を保存し反映していることを示している。これは言葉の単なる使用を

超え、人間関係の相互依存性を表現している。 

結論として、英語を流暢に話す日本人が英語コミュニケーションにおいても日本語のフレーズを

使用することは、より深い文化現象を反映している。これは特定の文化的価値観やニュアンスを英

語では完全に表現できないための意識的な選択である。この習慣は、言語使用における文化的な背

景を認識し尊重することの重要性を強調し、言語と文化の複雑な関係を浮き彫りにしている。 

 

6. 間人主義から見たジャパニーズ・イングリッシュ 

前節で述べたように、日本人が英語でコミュニケーションする際、日本独特の概念を英語に訳さ

ずそのまま使用する現象を現象学的に振り返った。この現象は、JE が日本的価値観や文化を反映す

るプロセスの一端であり、言語的「日本らしさ」をどのように表現するかを理解する上で重要であ

る。特定の文化的な表現が英語化されずにそのまま使用されることは、JE の独自性を示す重要な特

徴と考えられる。 

間人主義の観点から日本人の社会的行動に目を向けると、浜口恵俊は「アウトサイドイン」とい
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うアプローチを提唱している（1988）。このアプローチは、環境や周囲の人々に基づいて行動を調整

するものであり、日本社会における相互依存の特徴を如実に示している。対照的に、ヨーロッパや

アメリカでは「インサイドアウト」と呼ばれる個人中心の視点が社会的行動の基盤となる。個人の

内面から出発して行動を決定する西洋のアプローチに対し、日本では他者や環境との調和を重視し、

行動が他者の期待や状況に合わせて柔軟に調整される。これは、相手の視点に共感し、理解する能

力を基盤としており、日本独特の概念である「おもてなし」にも深く結びついている。 

「おもてなし」は、表明されたニーズに応えるだけでなく、それらを積極的に予測する行動を含

む。この予測には、周囲の状況や人々の言語的・非言語的な手がかりを敏感に読み取る能力が求め

られる。このような鋭敏な感受性は、間人主義的な「アウトサイドイン」のアプローチに基づいて

おり、人と人との関係が個々の行動を形作るという特徴を持つ。例えば、京都市バスの「おもてな

しコンシェルジュ」においては、ゲストのニーズを言語化される前に察知し、安全や快適さを保証

する行為が求められる。こうした行動は、相手との間で調和を形成し、社会的なつながりを強化す

るものである。 

一方で、筆者が「Have a nice day」を好んで使用する背景には、英語圏での生活経験が影響してい

る。「Have a nice day」は、英語圏で広く使用されるカジュアルな挨拶であり、特定の関係性を前提と

せず、普遍的なメッセージとしてポジティブな印象を与えることを目的としている。この定型性は、

間人主義的な文脈における「相手に合わせた柔軟な対応」とは異なり、誰に対しても同じ表現を用

いる効率的なコミュニケーションスタイルを重視していると言える。 

なお、「Have a nice day」と「お気をつけていってらっしゃいませ」の両方が、それぞれの文化圏に

おいて一般的な定型フレーズであることは否定できない。しかし、「お気をつけていってらっしゃい

ませ」は、相手の安全や気遣いを願う「おもてなし」の精神を伴っており、単なる形式的な挨拶を

超えた役割を果たしている。この表現は、ゲストとの関係性の中で「相手を気遣う姿勢」を示す手

段として機能し、間人主義的な文脈において「間」を形成する重要な要素である。このように、日

本らしい表現は、相互性を強調し、人間関係を円滑にする役割を担っていると言えよう。 

さらに、間人主義の枠組みを用い、JE 研究が欠いている文化的視点を補完すること、日本らしさ

を反映する表現として再評価される可能性がある。 たとえば、英語においては「I」という単語の顕

著な使用が、文化の個人主義に重点を置くことを象徴している。特に「I think」や「I believe」とい

った表現で始まり、個人の意見や立場を強調する。このように断定的に「I」を使用することは、個

人の自律性と自己表現の西洋的倫理を凝縮している。 

一方、日本語における「私」は間人主義の観点からより適切に理解されるかもしれない。間人主

義は個人の相互接続と関係の重要性を強調する。日本語では、この相互接続は話者が自分自身をど

のように参照するかによって明らかになる。さまざまな状況で話者が自分を指す方法は、そのアイ

デンティティ、聞き手との関係、そして対話される間人について様々なニュアンスを示す。たとえ

ば、「私」は一般的な状況で使用され、性別や年齢を特定せず、中立的でさまざまな間人に適応可能

である。「僕」や「俺」は、リスナーとの関係が尊敬、友情、または支配を含むかどうかについての

情報を提供し、また話者の性別についても情報を提供する。さらに、歴史的に「朕」は皇帝によっ

て自己を指すために使用され、個々のアイデンティティだけでなく、社会的および宇宙的秩序にお

ける皇帝の独特の位置を象徴している（Makino & Tsutsui, 1986）。 

－ 93 －

呉：ジャパニーズ・イングリッシュにおける「日本らしさ」



10 
 

これらの例から、日本語の「私」は話者とリスナーおよびより広い社会的文脈との関係を示すマ

ーカーとして機能する。私が先生であることは運命の設計によるものではなく、知識を求める生徒

が私の言葉を待っているからである。「I」という概念は、家族、貴重な友人、そして知られている心

と知られていない心の記憶によって形成される。「I」という概念は、関係的な間人が存在するときに

のみ根拠を持つ。 

このように、自己存在に対する関係的アプローチは、日本語と文化に深く根ざしており、間人主

義の影響を明確に示している。日本人が英語を話す際にも、このアプローチは継承され、彼らはし

ばしば関係性を優先して紹介する。たとえば、前述したトピックコメント構造では、背景設定やト

ピック（間人）が導入された後に、主題と述語間の多様な接続が可能となる。この主題の機能は通

常、文の「トピック」として機能し、述語はそれに対する「コメント」を提供する。例えば、「今日

は忙しい （Today is busy)」という表現では、「今日」という設定、つまり「忙しい今日」が強調され

る。また、前章に述べた JE の話者が「There were many people at the park」と言う場合、まず強調され

るのは「公園」という場面も、トピックや文脈としての公園が前面に出され、その設定内で後続の

情報が展開される。この構造は、日本語のトピック-コメント構造を反映しており、間人主義の影響

のもと、個人の主体よりも文脈が優先されるものである。この設定がトピックまたは間人として前

面に置かれ、その文脈で後続の情報が展開される。これは、日本語のトピックコメント構造に影響

を受けたものであり、個々のエージェントよりも関係性を優先する間人主義の一例である。これに

対し、標準的な英語ではしばしば主体やエージェントが優先され、「I am busy today」、「I saw many 

people at the park」という形で個人主義的またはエージェント主導のアプローチが反映される。 

日本人英語話者の頻繁なバックチャネリングも、話し手と聞き手の間の共生的な関係を強調する

文化的枠組みに根差している。日本人は「はい」という言葉を用いて、話し手に「聞いている」「あ

なたの発する信号を受け取っている」と伝える（Galtung & Nishimura, 1983; Allen, 2019）。英語を話す

際も、日本人話者はこの習慣を継承し、対人コミュニケーションスタイルの重要性を強調する。JE

の聞き手が頻繁にうなずきや短い肯定的な応答を用いる場合、それは単に話についていくだけでな

く、より深い意味を持つことがある。各うなずきや「うんうん」、「ああ」という反応は、「ここにい

る、あなたと一緒である、そしてあなたの言うことを大切にしている」と繰り返しているかのよう

である。これは関係を維持し、円滑な会話を促進するためである。また、リスナーがこれらの肯定

的な応答をやめると、日本語話者は通常話を止めるのに対し、アメリカ人やオーストラリア人は話

を続ける傾向がある。このような文化的な違いは、JE における対人コミュニケーションスタイルに

も反映されている。したがって、JE における頻繁なバックチャネリングは、スムーズなコミュニケ

ーションを促進すると同時に、相手との関係を確認する重要な役割を果たしているのである。 

さらに、バックチャネリングが話者と聞き手の積極的な関与や理解を示すように、「受動態（passive 

voice）」の好みも、間の関係を優先し、個人主義を控えめに表現する繊細なアプローチを提供するも

のである（Kashima & Kashima, 1998）。例えば、「It has been decided that the meeting will be postponed（会

議は延期されることに決まりました）」という受動態の表現を用いることで、決定を下した主体から

決定そのものへと焦点が移る。「I have decided...（私が決めた）」や「We have decided...（私たちが決

めた）」といった主体を明示する表現ではなく、「It has been decided...」とすることで、行為（会議が

延期されること）に重点を置き、行為者（決定者）は目立たなくなる。これは相手への敬意を示し、
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る、あなたと一緒である、そしてあなたの言うことを大切にしている」と繰り返しているかのよう

である。これは関係を維持し、円滑な会話を促進するためである。また、リスナーがこれらの肯定

的な応答をやめると、日本語話者は通常話を止めるのに対し、アメリカ人やオーストラリア人は話

を続ける傾向がある。このような文化的な違いは、JE における対人コミュニケーションスタイルに

も反映されている。したがって、JE における頻繁なバックチャネリングは、スムーズなコミュニケ

ーションを促進すると同時に、相手との関係を確認する重要な役割を果たしているのである。 

さらに、バックチャネリングが話者と聞き手の積極的な関与や理解を示すように、「受動態（passive 

voice）」の好みも、間の関係を優先し、個人主義を控えめに表現する繊細なアプローチを提供するも

のである（Kashima & Kashima, 1998）。例えば、「It has been decided that the meeting will be postponed（会

議は延期されることに決まりました）」という受動態の表現を用いることで、決定を下した主体から

決定そのものへと焦点が移る。「I have decided...（私が決めた）」や「We have decided...（私たちが決

めた）」といった主体を明示する表現ではなく、「It has been decided...」とすることで、行為（会議が

延期されること）に重点を置き、行為者（決定者）は目立たなくなる。これは相手への敬意を示し、

11 
 

関係性を重視する表現である（Ide, 1989）。 

いわゆる標準英語においては、「We decide on the plan（私たちは計画を決める）」のように行為の主

体を中心に据えた明快な物語構造をとることが一般的である。しかし、JE においては受動態が好ま

れ、この物語の焦点が変わる。「The plan was decided on（計画が決定された）」という表現は、決定者

の主体性を後に退かせ、計画という結果そのものを物語の中心に置くものである。このような焦点

の移動は、日本のコミュニケーションスタイルに見られる文化的特徴を反映しており、個人よりも

文脈や状況を重視する傾向を示している。ゆえに、「JE」における受動態の好みは「日本らしさ」の

表れであると捉えることができる。 

JE がその「日本らしさ」を通じて間人主義の影響をどのように受けているかについては、まだ探

究すべき多くの点がある。JE の語用論的特性は、単なる言語的特徴を超えたものである。それらは、

相互人間関係の複雑なネットワークに重きを置く日本の哲学、すなわち「日本らしさ」の具体的な

表現である。この視点は、自己存在に対する代替的な理解を提供し、間人主義の中核的な原則とし

て機能する。グローバルな英語研究において哲学的アプローチを取り入れることは極めて重要であ

り、それによってクロスカルチャルな研究とコミュニケーションを促進し、英語のバラエティーに

おける隠れたパターンを明らかにすることができる。 

 

7. おわりに 

本研究では、間人主義を理論的枠組みとして用い、ジャパニーズ・イングリッシュの中に表れる

「日本らしさ」を明らかにした。従来の JE 研究が音韻や文法などの言語的特徴に焦点を当ててき

たのに対し、本研究は、JE が単なる英語バラエティーではなく、関係性を重視する日本文化の価

値観と世界観を反映した表現であることを示している。この視点は、JE が内包する文化的要素を

より正確に理解するための新たな方向性を提供するものである。 

間人主義の枠組みを通じて、JE におけるバックチャネリングや受動態の使用といった語用論的

特徴が、個人主義よりも関係性を重視する日本文化の影響を反映していることを具体的に示した。

また、現象学的アプローチに基づき、日常の生きられた経験を通じて表現される「日本らしさ」を

記述し、言語的表層の特徴を超えた深層的な文化的価値を探究した。この手法によって、JE が単

なる「英語を話す日本人」の言語的産物にとどまらず、文化的・存在論的に日本的な自己表現とし

て機能していることを明らかにした。 

JE は、日本人英語話者が英語を使う際に、自己の文化的アイデンティティを妥協することなく

保持し、表現するための重要な手段である。本研究の成果は、日本文化がいかにして言語を通じて

発信され、グローバルな文脈で新たな価値を創出し得るかを具体的に示している。このような分析

は、JE をただのローカルな英語変種としてではなく、文化的独自性を備えた重要なコミュニケー

ション手段として認識することの必要性を強調している。 

しかしながら、本研究にはいくつかの限界が存在する。本研究は主に語用論的特徴に焦点を当て

ており、JE における音韻的・統語的特徴と文化的パターンとの関連については十分に検討されて

いない。これらの側面を統合的に分析することで、より包括的な理解が得られる可能性がある。ま

た、異なる社会的背景、例えば学術的な文脈における JE の使用に関する詳細な分析は十分に行わ

れておらず、さらなる研究が求められる。 
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今後の研究では、より広範なインタビューや観察を通じて、異なる社会階層や地域の話者がどの

ように JE を用いているかを詳細に検討することが必要である。また、音韻的および統語的特徴が

どのように「日本らしさ」を反映しているかを明らかにし、文化的価値観との関連性を深掘りする

ことが求められる。他の非母語話者が自身の文化的価値観を英語に反映させる方法と JE を比較す

ることで、JE の特性をより明確にすることが期待される。さらに、JE を活用した英語教育の可能

性を探り、学習者が自国の文化的価値観を保持しながら英語を学べるような指導法の開発を目指す

ことも重要である。 

これらの方向性を追求することで、JE が日本文化を反映した英語のバラエティーとしてどのよ

うに機能しているかをより深く理解できると同時に、英語教育や国際コミュニケーションにおける

実践的な意義も高めることが期待される。 
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ジジャャパパニニーーズズ・・イインンググリリッッシシュュににおおけけるる「「日日本本ららししささ」」 
―浜口恵俊の「間人主義」を応用して― 

呉 尚峻 

本研究は、ジャパニーズ・イングリッシュ（JE）を対象とし、日本文化の価値観や特徴がJEにどの

ように反映されているかを探究するものである。従来の研究が音韻や文法的特徴に焦点を当ててき

たのに対し、本研究では浜口恵俊の「間人主義」を理論的枠組みとして用い、JEにおける「日本ら

しさ」の表現を分析する。「間人主義」は、他者との関係性の中で自己を認識するという日本独自の

価値観を示す理論であり、JEにもこの関係性重視の文化的特徴が表れていると論じる。さらに、現

象学的アプローチを採用し、日常生活やビジネスの場面でのJE使用を「生きられた経験」として記

述し、その文化的背景を明らかにする。JEの語用論的特徴や受動態の使用、バックチャネリングな

どが、日本文化に根差した独自性を持つことを示し、JEが単なるローカルな英語変種ではなく、文

化的アイデンティティを保持し表現する手段であることを提唱する。 

 

 

The Japaneseness of Japanese English:  
Considering Hamaguchi Esyun’s Contextualism 

WU Shangjun 

This study was performed to examine Japanese English (JE) as a linguistic variety reflecting Japanese cultural 

values and practices. While previous research has focused primarily on phonological and grammatical aspects 

of JE, this study adopted Esyun Hamaguchi's Contextualism as a theoretical framework to explore the 

manifestation of “Japaneseness” in JE. Contextualism emphasizes the relational nature of self-concept in 

Japanese culture, where individuals define themselves through interpersonal relationships. Using a 

phenomenological approach, the study investigated how JE embodies Japanese cultural characteristics in 

everyday and professional contexts as “lived experiences.” Key features of JE, such as pragmatic discourse, 

frequent back-channeling, and the use of the passive voice, are analyzed as expressions of cultural specificity. It 

is argued that JE is not merely a local English variety but a medium for preserving and expressing Japanese 

cultural identity in global communication. By foregrounding cultural dimensions of JE, this research contributes 

to a deeper understanding of the intersection between language and cultural identity, challenging dominant 

Western paradigms in linguistic studies. 

 

キキーーワワーードド：世界英語、国際英語、ジャパニーズ・イングリッシュ、日本らしさ、間人主義、浜口恵

俊、現象学 

Keywords: World Englishes, Global Englishes, Japanese English, Japaneseness, Contextualism, Esyun 

Hamaguchi, Phenomenology 
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